
♭

江
戸
犬
侍
馬
町
太
物
問
屋
資
料
に

就
て

宮

崎

正

吉

∩

〕
り
一

-

絶

盈
､

Ⅰ

は
し

が

き

封
建

制
度
が

商

業
資
本

に

よ

つ

て

崩
壊
さ

れ

る

専
賛
即
武
士

階
級
が

そ
の

蔑
視
す
る

商
人

階
級
に

箕
樺
を

掌
握
さ

れ
る

現

象
は

経

済
史

の

公
理

と

皇
口

ふ

べ

き
で

あ
る
｡

こ

の

社
食
的

欒
此
を

育
成
し

た

江

戸
時

代
商
企

業
の

解
明
こ

そ

近

世
経
済
史

分
析
の

基

礎
で

あ
ら

う
｡

頻
る

に

商
業
史
に

於
て
･
は

他
の

経
済
史
部
門
に

比
し

て

そ

の

資
料
の

襲
見
さ

る

べ

き

地

域
が

狭
く
且

都
市
経

済
の

特
徴
た
る

柴

枯
盛

衰
及

火

災
丑
ハ

他
の

意
味
件
が

附
伴
し

滅
失
､

毀
損
､

散
逸
の

嘆
は

表
り
で

は

な
い
｡

其
上

日

常

行
事
及

そ
の

術
語
等
を

解

説
せ

る

も
の

は

稀

で
､

且

亦
商
業
技
術
に

関
す
る

分
野
は

併

謂
時

代
意

識
た

る

秘
密
主

義
に

影
響
さ

れ
て

仲
々

明

確
に

把
握
し

難
い

の

で

あ

る
｡

更
に

残
念

な

専
は

我

乍
が

貴
重
と

推
定
す
る

古
帳
簿
は

過

去
の

商
事
現

象
を

追
憶
さ

せ

る

と

云

ふ

常
尊

者
の

主

親
的

効
果
の

み

し
か

考
へ

ら

れ

ず
､

(

1
)

従
つ

て

数
年

後
に

於
て

は

貨
幣
債
値
を

有
せ

ざ

る

反

古

紙
と

同
一

に

解
繹
さ

れ

虞
分
さ

れ
て

し

皇
ひ
､

之
に

反

し

我
々

に

と
つ

て

傾
倍
の

江

戸
大

停

馬
町

太

物

問
屋

重
科
忙

裁

て

1 4 3



■
丁
→
+

一

橋

論

叢

第
十

巻

第
二

教

少

な
い

借
金
希

貰
の

類
は

嘗
て

貨
幣
傾
値
を

有
せ

る

専

墓
き

貴
重

な
る

も
の

と

し
て

保
存

孟
て

居
る

専

瀕
牌
肉
の

嗅
に

た

え

ぬ

と

こ

ろ
で

あ
る
｡

額
東

京
商
科
大

畢
附

悪
書

館
に

は

彼
の

有
名

竺
札
差

事
略
+

の

外
･
に

｢

犬

侍
馬

町

長
谷
川

木
綿

碍
苗

帳
+

と

題
す
る

三

十

嘉
の

盲

帳
簿
が

所
蔵
さ

れ
て

居
る
｡

而

し
て

こ

の

盲
帳
は

江

戸
犬

侍
馬
町

組

太
物

問
屋

資
料
で

曽
ソ
､

こ

の

太

物
問
屋
こ

そ

は

江

戸

時
代
商
業

(

2

の

中
嶺
を

構
成
す
る

規
範
的

存
在
と

も
思
惟
せ

ら

れ
て

居
る

関
係
1

我

田

引

水
で

は

挙
る

が

比

較
的

高
い

債
倍
を

有
す
る

の

で

は

な
い

か

考
へ

て

居
る
｡

･

(

1
)

資
料
の

保

存

宜

敷

を

得
て

居

る

伊

勢
の

某

書
家
に

於

て

も

今

日
の

貸
借
対

照

表
と

も

云

ふ

べ

き

書

類

首
線

帳
)

を

蓋
用

紙
に

し

て

し

ま
つ

た
の

が

数
多
あ

る

そ

う

で

あ

る
｡

〈

ヱ

官
本

又

次

数
投
書

『

喜
商
人

霊
の

研

究
』

二

千
二

大

頁
に

於

て

近

世

商
人
の

典

警
し

て

問
屋

を

慧
じ

更
に

犬

侍
馬
町

太

物

問
屋

を

目

し
て

そ
の

優
な

る

事
を
示

唆

し

て

居

ら

れ

る
｡

か

く
既
述
の

立

場
か

ら

同

畢

諸
兄
の

御
参
考
に

も
と

思
ひ

敢
て

資
料
紹
介
町

拙
文

を

揺
る

所

以

で

あ

る
｡

Ⅱ

構
成
及

来

歴

こ

の

節
戒
資
料

埠
大

嘩
馬
町

組
太
物
問
屋
(

仲
間
)

の

書
類
と

そ
の

遠
戚
口

月

葬
る

長
谷
川

木
綿
店
の

帳
簿
及

仲
間
の

有
志
が

作
つ

た

講
中
の

記
録
と
か

ら

菅
ノ

､

仲
間
の

書
類
は

寛
文

年
間
よ

り

天
保
十

三

年
迄
の

廿

畢
冊
､

長
谷
川

店
の

は

明

和
五

年
よ

り

慶
應
二

年
迄
の

七

冊
で

講
中

記

録
は

元

繰
-

二
､

嵐
保
三

及

明

和

二

年
の

三

冊
よ

り

な
つ

て

ゐ

る
｡

こ

の

資
料

埠
大

正

工
学
八

月

小

池

園

三

氏

が

商
大

圏

書
館
へ

暮
さ

れ

た

形

式
に

至
て

居

る

が
､

箕
際
は

小

嘩
氏
の

寄
附

金
に

よ

4 `l



つ

て

昔
時

業
者
店
が

持
つ

て

居
た

本

資
料
を

固

育
館
が

購
入

L
一

部
分
を

製
本
L

直
し

た
の

で

あ
る
α

是
を

購
入

す
る

に

室
つ

た
の

堅
二

浦
新
七

発
生

が

江

戸
時
代
商
業
が

如

何
な

る

程
度
の

資
本
で

経

営
さ

れ
､

ど

の

位
の

利
益
を

あ
げ

た
の

か

が

明
ら

か

に

な
る

様
な

商
企

業

経
螢
史
の

資

料
を

蒐
集
ざ

れ

ん

と

し

た

御
蔭
だ

相
で

あ
る
｡

次
に

此

資
料
が

古
本

商
の

手
に

入
つ

た

脛
路
は

長
谷
川

商
店
で

大
掃

除
に

際

(

3
)

し
て

首

帳
面

を

整
理

し

古
紙
屋
に

棄
却
L

た
の

が

古
本
屋
に

廻
つ

た
の

だ

と

云

ふ

話
で

あ

る
｡

然
ら

ば

何
故
仲
間
の

帳
簿
が

構
成
貞
た
る

長
谷
川
に

保
存
さ

れ
て

居
た

か

ゞ

分
ら

な

く
な

る

が
､

恐

ら

く
是
は

天
保
十

三

年
株
仲
間
廃
止

直
前
軸
木
仲
間
資
料
に

記

載
さ

れ

た

仲
間

(

4

∴
(

5
)

の

最
後
の

行
司

が

長
谷
川

次

郎
普
及

大

和

屋
九

郎
左

衛
門

と

な
つ

て

居
る

か

ら
､

そ

の

圃
係
で

仲
間
の

帳
簿
の

若
干

は

長
谷
川

次

郎
書
方

に

其
ま
ゝ

保

管
さ

れ
､

更
に

本

家
分
家
の

廃
合
に

伴
ひ

現

今
の

長
谷

川

商
店
に

移
さ

れ

た
の

で

あ

ら

う
｡

今
こ

人
の

行
司

大
和
屋
の

諸
帳

菌
類
を

縫
承

保
管
し
て

居
る

伊

勢
の

某
豪
に

於
て

も
､

本

資
料
と

同

様
な

仲
間
の

帳
簿
を

若
干

所
蔵
さ

れ
て

居
る

磨
か

ら

考
へ

て

前
記
の

推
定
は

確
か
で

あ
ら

う

と

息
ふ
｡

(

3
)

東

京
商
科
大

串

国

書

館

鈴
木

畳
晋

氏
談
｡

(

4
一

指
引

帳
天

保
十
三

年
記

事
｡

(

6
)

長

谷

川

次
郎
告

は

現

在
の

長

谷

川

商

店
の

分
家
｡

Ⅱ

犬

侍
馬
町
組
太

物
問
屋

･

(

6
)

本
資
料
の

主
題
た

る

犬

侍
馬

町

組
太
物

問
屋
と

は

江

戸
犬
侍
馬
町

皇
丁
目

に

居
住
し

た

木
綿
問
屋
及

そ
の

株
仲
間
新
二

言
ふ
｡

現
今
で

は

東
京
市
日

本
橋

固
本
町

二

丁

目

及

三

丁

目

に

相
督
す
る
｡

江

戸
時

代
に
･
於
て

こ

の

犬
侍
馬
町
一

丁

目

は

殆
ん

ど

木
綿

問
屋
だ

け

か

ら

構
成

-

ヽ
一

溢

さ

れ
て

居

た
｡

同

業
者
が

密
集
し

て

職
業
囲

脛
と
地

域
園

慣
の

両

性
質
を

彙
備
L
み

二

例
で

あ
る
｡

碓
て

仲
間
を

自

解
す

る

場
合
に

は

常

叫

江

戸

大

伴
馬

町

太

物

問
屋

糞
斜
に

裁
て



｢

橋

論

叢

第
十

巻

第
二

鱗

溺

に

｢

町

内
+

と

云

ふ

語
を

使

用

L
て

居
る
｡

こ

の

犬

侍
愚
町

木
綿
店
の

濫
頗
は

慶
長
十

∵
年
江

戸
城
積

張
の

賃
､

昔
時
龍
の

口

(

現

今
の

4･6

和

田

倉

門

附
近
)

に

居
住
L

た

木
綿
商
人

が

此

虚
に

移
り

住
ん

だ

専
に

よ

る
｡

然
し

江

戸
時

代
の

所
謂
株
仲
間
と

し
て

問
屋
業
を

盛
大
に

営
ん

だ

の

は

こ

の

草
創
商
人
で

は

な

く
し
て
､

寛
永

年
間
以

後
に

大

俸
馬
町
へ

出

店
L

て

殊
た

伊
勢
商
人
で

あ
つ

た
｡

此

仲
間
の

組
織
は

寛
文
年
間
よ

り

確
立

さ

れ

始
め

貞
享
年
間
に

至
つ

て

完
成
L

た

様
で

あ
る
｡

鮎
盲

帳
の

最
も
古
い

記

録
は

寛
文
年
間

(

9
)

(

7
)

と

推
定
さ

れ

升

屋
記

録
に

は

｢

延

資
七

年
町

内
買
引

始
る
+

と

あ

り
､

｢

町

内
記

録
+

に

よ

れ
ぼ

貞
幸
三

年
碓
舜
の

中

買
が

問
屋
に

編
成

(

8
)

(

1 0
)

潜
さ

れ
､

亦
同

年
に

始
め

て

仲
間
の

名
前
が

盲

帳
に

記

載
さ

れ
て

居
る

専
に

よ

り

推
察
さ

れ

る
｡

仲
間
の

人

員
は

貞
孝
三

年
五

十

九
人
､

(

岨
)

(

10
)

(

Ⅶ
)

享
保
十

七

年
五

十

人
､

元

文
四

年
四
十

九

人
､

天

保
二

年
二

十
一

人
で

あ

る
｡

犬

侍
馬
町

組
は

白
子

組
と

共
に

木
綿
の

猫
占

仕
入

を

行
ひ
､

東
日

本
に

強
力
孜

営
業
権
を

保
持
L

て

居
つ

た
｡

白
子

絶
と
の

開
聯
は

明

(

u
)

確
で

は

な
い

が
､

犬

侍
馬
町

側
の

資
料
に

よ

れ

ぼ

享
保
年
間
頃

迄
は

犬

侍
属
町

組
の

み

が

殆
ん

ど

猫
占
営
業
を

行
つ

て

居
た

様
で

挙
る
｡

木
綿
が

商
人
の

生

括
必

需
品
で

あ

る

か

ら

そ

の

滑

費
畳
も
莫
大
で

あ

り
､

従
つ

て

狽
占

権
益
を

有
L

た

そ
.の

問
屋

業
も

盛
大
で

あ
つ

た

事

(

1 2
)

僧

想
像

す
る

に

難
く
な
い
｡

其
を

澄

明
す

る

例
と

L
て

は

文

些
ハ

年

節
付
L

た

冥

加
金
で

あ

る
｡

即
木

綿
問
屋
と

繰
綿
問
屋
の

み
は

最
高

(

13
)

額
の

金
千

両

宛
で

他
の

商
品
は

何
れ

も

其
以

下
で

あ

る
｡

亦
他
の

問
屋
と

比

較
す
る

と
､

次

表
の

如
き

数
値
が

得
ら

れ
る
｡

年

冥

加
上

納

問
屋

冥

加
金

額

文

化

六

年

江

戸

木

綿

間
∵
屋

一

〇

〇

〇

爾

ク

〃

十

勅

語

問

屋

七
一

五

〇
ク

ク

一

〇

卑

ク

〃

一

〇
二

〇

〇
ク

六 四 組
八 六 二 数

軒

数

四

四

一

一

三

ニ

ー

九

九
五

平
均

負
塘
額

一

顧

常

一

軒

常

五

〇

〇

一

一

･

四

爾

一

五

五

六
･

三

一

五

〇

五
･

一

合

木

綿

同

塵



2 7

仲
間
と

L
て

は

他
に

比

ト
て

三

倍
､

業
者
に

裁
て

見
れ

ぼ

他
に

此

し

二

倍
の

負
括
を

し
て

居
る

こ

と

が

わ

か

る
｡

之
に

よ

れ

ぼ

木

綿
問
屋
は

通

常
の

問
屋
に

比

し

二

乃
至

三

倍
の

経

営
規
模
と

収

琴
刀

を

有
し

た

と

推
定
さ

れ
る

で

あ
ら

う
｡

且

亦
犬
侍

(

14
)

竺

(

彗

居
町

組

に

加
入

す

る

に

は

金
千

空
目

爾

乃

至
二

千

南
柏

皆
の

櫓
保
を

必

要
と

し

た

革
質
､

そ

し

て

こ

の

営
業
権
が

通

稀
千

両

株
と

言
は

れ

た

程
､

高
く
評

億
さ

れ

て

屈
つ

た

革
質
も

有
力
な

発
明

と

な

ら

う
｡

次
に

帳
簿
の

穣
存
し

て

居
る

長
谷
川

木
綿
店
は

伊
勢

藤
阪
の

出

店
で
､

蒜
は

犬

侍

馬
町

組
に

於
て

丹
波
屋
次

郎
兵

衛
､

戎
屋
六

郎
吹
､

鞄
屋

武
右

衛
門
､

長
谷
川

屋
次
郎
普
及
長
谷

川

屋
源
右
衛
門
の

五

軒

竺
門
で

占
め
て

居
た

有

力
な

問
屋
で

あ
つ

た
｡

規

呑
は

表
の

合

祀
組
織
と

驚
ノ

､

綿
糸
､

綿
織
物
､

碍
子

等
の

問
屋
業
を

同

所
で

営
ん

で

居
る
｡

..
圃

書
館
所
蔵
の

帳
簿
類
の

多
く
は

此
の

中
の

室
屋
に

関

す
る

物
で

あ

る
｡

(

6
)

太

物
と

は

太

糸
の

織
物

印
木

綿
及

麻
織
物

を

云

ふ
､

呉

服

に

相

射

す

る

語

な

ヱ
『

日

本

経
済
史

離

典
』

)

｡

(

7
)

(

8
)

紺
野

清
二

著

『

犬

侍
馬

町
』

→

七

頁
｡

､

(

9
)

仲

間
取

引
に

対

す
る

賦
課

金

を

貿
引
金

と

云

ふ
｡

(

註
1 7

参
照
)

(

1 0
)

稽

引

帳
よ

り

算
田
｡

(

n
)

紺
野

浦
二
､

仕

入

帳
九

〇

真

筆
氷
､

賓
暦
年
中

木

綿

問
屋

林
式

御

詞

書
｡

(

望

冒
本

財

政

経
済
史

料
』

第
一

巻
九

五

1
九
七

頁
｡

(

頂
こ

同

書

撃
二

審

四

三

四

玉

東
よ

句

算
出
｡

(

1 4
)

文

化
二

年
七

月
六

軒
加
入
の

際
の

賓
例
(

首
帳
一

〇
)

｡

(

頂
こ

嘉
永

四

年

御

書

上
､

仕

入

帳
一

〇
六

頁
｡

江

戸

大

償
馬
町

太

物

同
産

責
斜
に

裁
て
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〔
1

02

一

橋

静

叢

第
十

春

希
二

統

(

畑
)

改

造

文

庫
版

横
井

時

冬

『

日

本

商

業

史
』

一

六

九

頁
｡

〓

犬

侍
馬
町
粗
大
物
問
屋
仲
間
帳
簿

こ

の

帳
簿
は

次
表
の

如

く
で

あ
る
｡

A

犬

侍
属
町

組
太

物
問
屋

(

仲
間
)

帳
簿

Ⅰ4ぶ

礫
獅

名

稗

芸
霊

期

間

自

室

一

指

引

クク ケ‾ ク ク ク ク ク ク ク

第

】

於

寛
文

年

間

第

二

筋

支

線
十
五

年

弟

三

筋

安
永

八

年

第

四

筋

享
保
十

七

年

第

五

筋

元

文

元

年

第

大

筋

元

文

四

年

第

七

筋

安
永

六

年

第

八

筋

文

化

二

年

草

九

筋

文

政

五

年

第

十

筋

天

保

四

年

第
十
一

筋

天

保

五

年

元

祓

十
五

年

賓
永

八

年

享

保
十

七

年

元

文

元

年

元

文

四

年

賓
暦

三

年

文

化

二

年

文

政

五

年

天

保

四

年

天

保

声

年

天

保

十

年

四 三 二五

ク詐

欺

担

従

古
木
町

内

惣
有

物

帳

町

金

指
.
引

帳

ク買

引

集

日

録

ク

六

買
引

積
立

一

件

七

合
二
所

差

引

帳

八

別

技

勘

定

帳

九

菱
垣

廻

船

一

件

十

繰
柿

間
屋

一

件

ク

十
一

金

銀

田

入

帳

第
十

二

筋

天

保
十
一

年

草
保

五

年

賓

暦

第

一

廿

元

文

五

年

第

二

筋

寛
政

五

序

第

一

放

棄
暦

三

年

第

二

瀞

天

明

元

年

安

永

二

年

文

化

四

年

天

保

四

年

天

保

四

年

第

一

新

文

化

夢

二

掛

ク文

化

十
二

年

天

保
十
三

年

･
軍
永

≡

年

七

年

寛
政

四

年

文

化

十

年

賓
暦
十

四

年

孝

和

元

年

文

化

七

年

文
化

八

.
年

天

保

九

年

天

保

六

年

二

年

文

政

八

年



92

丑

長
谷
川

店
帳
簿

十

二

旋

■

法

記

明
和

五

年

夷
堺

元

年

十
三

日

銀

帳

啓
一

筋

安

永

八

年

寛
政

三

年

十

四

ク 大 ク

I肩

第

二

放

天

保

四

年

天

保
十

二

年

第

】

放

文

政

五

年

第

二

伊

安

政

五

年

十

玉

田

地

質

入

詮

十

六

書

欺

鴬
(

本
欺
捺
)

C

講
に

関
す
る

帳

簿

十
七

大

同

講

十

八

御

神

栄
執
行
定
日

帳

十
九

御
神

輿
執
行
定

帳

天産元蒐肘"

保

五

年

應

こ

年

疎

十

一

年

保

三

年

和

二

年

ヽ

ヽ

ヽ

ュ
､

指
引

帳

(

大
サ

三

三

〇

粍
×

二

三
五

粍
)

■
株
仲
間
に

於
る

大

帳
と

僻
す
る

も
の

を

犬

侍
馬
町

で

は

指
引

帳
と

唱
へ

る
｡

仲
間
に

草
生

し

ね

重
要
事
項
を

暦
日

順
に

記

載
し

た

も
の

で

あ
る
｡

若
干
の

例
か

ら

推
し
て

帳
簿
を

新
し

く
す
る

毎
に

規
約
､

慶
弔
の

慣
例
､

協
定
､

下

請
賃
金
及

仲
間
構
成
員
名
等
を

冒
頭
に

掲

げ

た

様
で

あ
る
｡

定
額
に

記

さ

れ

る

の

は

行
司

(

行
事
又

は

行
持
と

も
書
き
一

定
L

な
い
)

氏
名

蟄
生
の

都
度
記
さ

れ
る

も
の

は

A
､

封
内

事
項

一

､

構
成
貞
の

壁
動

イ
､

新
規
加
入

.

荘

戸

犬

侍
馬

町

太

物
河
岸

資
料
に

裁
て

1 4 9



ル
U

n

∂

一

橋

論

叢

第
十

巻

■
第
二

坂

口

､

休
秩

ハ

､

脱
退

･

ニ

､

株
の

譲

渡
､

名
儀
欒
更
等

ホ
､

負
債
整
理

(

臍
口
)

二
､

規
約

●

イ
､

改
廃
､

制
定

ロ

､

遵
守
､

勘
行
の

申

合
(

例
､

規
格
不

合
格
品
の

取

扱
､

販

頁
偶
格

協
定
､

販
棄
尭

協
定
の

遵
守
等
)

三
､

集
合

丑
､

封
外
事
項

一

､

公
儀

関
係

イ
､

願
書
及

届
書

P

､

申

達

二
､

他
組
合
関
係

､

イ
､

十

組

問
屋

ロ

､

三

橋
倉
新

入

､

"
白
子

組

Ⅰ与( >



㍊

三
､

業
務
関
係

イ
､

責
場
問
屋

ロ

､

仕
入

尭
､

産
地
へ

の

苦

情
､

買
攻

問
屋

事
項

(

例
､

公
認
､

手

数
倒
幕
)

ハ

､

違

法

店
(

遅
速

方
法
､

遥
貸
等
)

ニ

､

下

請
(

加
エ
)

例
､

青
屋
及

紺
屋
の

染
貨

ホ
､

為
替

取

扱
店
公
認

葛
巻
取

扱
規
定

篤
香
料
金

へ

､

飛
脚

取

扱
店
公
認

/

飛
脚
料
金

卜
､

難
船

四
､

祀

儀

関
係

イ
､

慶
弔

金
(

名
主

其
他
へ

の

分
)

ロ

､

社
寺
寄
附

江
戸

大

俸
馬
町

太

物

問
屋

賓
料
に

裁

て



23

】

橋

論

叢

第
十

春

草
二

流

(

､

新
造
船

五
､

共
他

イ
､

髪
結
及

風
呂
屋
の

料
金

ロ

､

葎

寛
文
よ

り

天

保
に

至

る

約
百

七

十

年
間
(

途

中
二

十

四

年

開
放
)

の

記

録
は

江

戸
時
代
商
業
及

商

業
圏

螢
の

蒜
を

物
語
る

も
の

が

少

く
な

い

と

息
は

れ

告

此

魔
に

看
取

出

凍
る

若
干

の

現

象
を

掲
げ

る

と
､

二

貸
簡
改

鋳
及

其
他
の

場
合
の

下

請
加
工

代
等
の

偵
格
欒
動

(

貨
幣
億
値
と

物
債
の

相
関
現

象
)

二
､

支
沸
不
能

老
廃

分
(

和

議
決
済
及

破
産
虚

嘗
の

推
移
(

爵

斯
に

著
L
)

(

商
企

業
に

於
る

大

資
本
制
歴
現
象
)

三
､

遥
遠

船
舶
難
破
の

著
大

(

後
期
に

著
し
)

(

江

戸

間
屋

企

業
の

危
険
性
)

四
､

規
約
撤
行
殊

に

販

費
に

関
す
る

事
項
の

頻
出

(

景
気
欒
動
の

裏
面

瑛

象
)

五
､

封
菱
垣

般
仲
間
､

十

組
､

公
儀
へ

の

交
渉
経

緯

(

経
済

圏

蔑
樺
缶
用
及

猫
占
利
潤
樺

擁
護
現

象
)
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六
､

破

産
者
救
助
､

蓬

輪
業

考

産
地

間
屋
へ

の

援
助
(

協
同

題
的
理

念
及

洩
情
主

義
的

企

業
経

営
)

等
で

あ
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

2
､

訴
状
撞

(

三

三

〇
×

三

三

五
)

享
保
七

年
に

公
儀
へ

差

出

し

た

書
類
の

接
が

な

く
妖
隋
を

痛
感

し
て

作
成
し

た

も
の

で
､

明

瞭
な

分
は

遡
つ

て

記

録
し
て

あ

り
､

内
容

は

放
て

公
儀
へ

の

不
定
期
撞
出

書
類
の

撞
で

あ
･
る
｡

主

な
も
の

に

は

延

享
四

年
四

月
及

明

和

七

年
二

月
の

尺

巾
検
査

所
設
置

反

封
､

安
永

三

年
十

月
の

大
坂

篤
萄
取

扱
人

特

定
反

封
､

賓
暦

六

年
四
月

の

木
綿
尺

巾
慣
例
答

申

等
が

あ

る
｡

内
容
重

文
を

通
じ

て

の

債
値
は

少

で

あ
つ

て

も
､

そ

の

内
容
の
一

部
に

意
義
の

深
い

数
値

や

事
項
が

看
取

さ

れ

る

専
は

少

く
な
い
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

8
､

稚
苗
秀
町

内
惣
有
物

帳

(

四
七

二

×

一

六

二
)

題
名
の

如

く
で

あ
る

が
､

有
物
は

単
に

什
器

備
品
の

み
で

な

く
諸

帳
簿
､

古
記

録
顆
を

含
ん
で

居
る
｡

各
種

帳
簿
の

存
在
し

た

事
寛
が

分
明
と

な
る

だ

け
､

今
に

魂
さ

れ
て

居
な
い

の

が

飴
計
口

惜
し

く
恩
は

れ
る
｡

是
で

興
味
あ
る

事
は

諸
帳
簿
類
は

作
成
順

に
一

貫
香
坂
を

附
し
､

.
長
期
の

保
管
を

必

要
と

し

な
い

様
な

記

録
及

帳
簿
類
は

無
番
と

し
て

整
理

し
て

居
る

専
で

あ

る
｡

或
桂
皮
の

事
務
管
理

的

意

圏
が

看
取

さ

れ

る
｡

.

4
､

町

金
指
引

帳

(

四

七
一

×

｢

六

〇
)

仲
間
の

埠
支

決
算

書
で

挙
る
｡

毎
年
二

月

及

八

月
の

二

同
に

決

算
が

行
は

れ
て

居
る
｡

細
か

い

内
諾
は

分
ふ

左
い

け
れ

ど

も
､

収

支
の

3

33

外

郭
が

明

か

と

な
る
｡

支

出
で

は

仲
間
と

し

て

の

蓬

迭

業
者
等
へ

の

貸
付

が

著
L

く
目

立
つ
｡

遥

遠

業
者
の

義
盛
開
係

聖
不

す

表
左
で

巧

江
戸

犬

侍

馬

町

太

物

問
屋

賓
斜
に

裁
て



3 4

も

あ
ら

う
｡

Ⅰ5 4

一

.

橋

静

叢

第
十

巻

第
二

錠

5
､

買
引

条

目

録

(

1 7
)

買
引

金
と

挿
す
る

(

三

三

〇
×

二

三

五
)

一

種
の

賦
課
金

徴
収
の

帳
簿
で

あ
る
｡

と

の

合
計
額
は

前
記
町

金
指
引

帳
の

牧
人

に

掲
げ

ら

れ

た

買
引

金
と
一

致
す

る
｡

仲
間
構
成
員
の

営
業
状
況

を

判
断
す
る

よ

き

資
料
と

思

は

れ

る
｡

6
､

買
引

積
立
一

件
･
(

三

三

〇
×

二

三

五
)

冥
引

金

は

通
常

仲

間
取

引
に

於
る

支

彿
不
能
の

補
償
､

仲

間
費
用
､

其
他
諸
貸
付
に

使

用

し
､

磯
額
は

仲
間
構
成

員
に

割
戻

し

を

し

た
｡

頗
る

に

安
永
二

年
に

色
々

な
理

由
か

ら
一

部
を

割
い

て

積
立
て

千

両
の

積
立

金
と

し

た
｡

そ
の

積
立

及

積
立

彼
の

使
途
､

割
符
を

記

し
.
た

も

の

で

あ

る
｡

7
､

合
所
差

引

帳

(

四

七
二

×

一

六

二
)

白
子

組

と

共
同

設
置
し

た

木
綿
合
所
の

費
用
を

記

し

た

帳
簿
で

あ

る
｡

毎
月

又

は

隔
月

に

集
計
す

る
｡

こ

の

内
容
に

｢

金
銀
差

引

覚
+

と

云

ふ

口

座
が

あ

り
､

之
は

六

ケ

月

毎
に

算
出

し

た

合
所
へ

の

出

絹
金
が

記

さ

れ
て

居
る
｡

8
､

別
振
勘
定
帳

(

三

三

〇
×

二

三

五
)

海
上

遅

速

に

於
て

一

部
の

荷
物
の

豪
つ

た

損
害
(

例
捨

荷
)

按

通
常

積

載
貨
物
が

均

分
負
接
し
た

(

之
を

惣
振
勘
定
と

云
.
ふ
)

｡

怒
る

に

犬
侍
馬
町

組
は

木
綿
の

損
害
は

他
商
品
に

負
揺
さ

せ

す
､

道
に

同
一

船
積
載
の

他
商
品
の

損
害
額
を

負
括
し

な
い

と
云

ふ

木
綿
の

み
の

畢

濁
的

特
別
扱
を

主

張

し
､

且

之
が

是
認
さ

れ
て

居
た

(

か

1

る

悪
意

的

要
求
を

通

し

得
る

力

が

あ
つ

た

諾
で

あ
る
)

｡

こ

の

海
損
計
算

を

別

振

艶
と

解
す

る
｡

こ

の

計

警
記

載
し

た

帳
簿
が

別

振
勘

定
帳
で
､

之
に

よ

る

と

昔
時
の

海
上

違

法

が

如

何
に

危
険
で

あ
つ

た
か



詣

と

云

ふ

事
､

換

言
す

れ

ぼ

昔
時
の

問
屋

業
の

危
険
性
の

大

な

る

事
が

推
察
さ

れ

得
る
｡

9
､

卦
卦

掛

掛
小

冊

(

三

三

〇
×

二

三

五
)

.

(

1 9
一

天
保
四

年
十
一

ノ

月

菱
垣

廻

船
一

方
積
の

命
令
が

幕
府
よ

り

聾
せ

ら

れ
､

共
に

関
係
し
た

事
項
に

付
受

命
者
た

る

十

組
の

一

員
と

し
て

の

木
綿
問
屋
の

記

録
で

あ
格
｡

内

容
は

同

命
令
に

封
す
る

請
書
及

翌

年
五

月
に

制
定
さ

れ

た

十

八
ケ

條
の

菱
垣

積
規

定
並

び
に

璽

三
ハ

年
歯

店
組
今
津
屋
の

難
船
勘
定
に

於
る

規
定

違
反

に

関
す
る

訴
訟
一

件
の

三
つ

で

あ

る
｡

こ

の

菱
垣

積
規
定
に

は

樽
廻

船
へ

積
込
む

例
外
品
､

海
難
損
害
の

廃
理
､

迭

状
の

表

記

憤
格
不
正

の

禁
､

廻

胎
行

事
の

件
等
が

定
め

ら

れ
て

居
る
｡

1 0
､

繰
綿
問
屋
一

件

(

三
三

〇
×

二

三

五
)

大

侍
馬
町

親
は

木
綿
の

外
に

繰
綿

問
屋
を

も
乗

貸
し
て

居
た

(

仲
間
の

内
に

は

虞
綿
を

始
め

他
の

商
品
を

副
業
に

取

扱
つ

た

店
が

少

く

な
い
)

｡

こ

の

二

冊

は

文
化
二

年
繰
綿
問
屋

仲
間
の

無
統
制
に

鑑
み
そ

の

再

編
成
を

行
つ

た

顛
末

及

共
際
の

取

引

規
定
並
び

に

繰
綿
仲

間

の

連

判
が

記

載
さ

れ
て

居
る
｡

之
に

は

二

冊

あ

る

が

筆
蹟
も

同

二

内

容
も
大

同
小

異
で

仲
間
の

名
簿
及

店
印
も

雨

冊
に

記
さ

れ
て

居
る
｡

唯
移
動
を
二

不

す

書
き

入

れ

が
一

は

天
保
四

年
､

他
は

天
保
八

年
迄
の

が

戟
つ

て

居
る

鮎
が

異
る

だ

け
で

あ
る
｡

山
､

金
銀
出

入

帳

(

二

三

四
×

一

六

二
)

繰
綿
問
屋
脅
所
の

収
支
決
算
帳
で

あ

る
｡

(

1 7
)

買

引
金

と

は

正

確
に

は

判

明
し

な

い

が

色
々

な

場

合
か

ら

判

断
し

て

仲

間
取

引

(

費
庭

所
と

科
す

る

問
屋

に

て

開

催

さ

れ

る
)

に

射

し

て

賦
課

さ

れ

た

も
の

で

率

は

通

骨
一

%
で

あ

る
｡

今

日
の

組

合

或

は

統
制

合
成

課
金

の

如
き

も
の

と

恩
は

れ

る
｡

(

1 8
)

伊

勢
､

川

音
田

氏

戒

鴬
本

｢

十

頼
懸
合
+

中
に

詳
細
の

露

明
が
あ

る
｡

江

戸
大

停

塙
町

太

物

問
屋

賓
料
に

裁

て
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】

席

論

叢

弟
十

巻

弟
二

欺

(

1 9
)

横
井
時

冬

着
､

『

日

本

商
業
史
』

】

三

六

頁
参
照
｡

三

長

谷

川

店

帳

簿

ヽ

ヽ

ヽ

l
､

捷
港
記

(

三

三

四
×

二

三
六
)

長
谷
川

店
に

於
て

店
貞
の

遵
守
事
項

に

関
す

る

も

の

が

集
録
さ

れ

て

居
る
｡

A
､

店
則

明
和

五

年
七

月
､

序
文
外
六

十

六

ケ

保
｡

内
容
は

公
儀
に

封

す
る

遵
守
の

公

式
的

規
定
を

始
と

し
､

忠

孝
､

節
倹
､

信
仰

の

】

般
的

修

養
事
項

及
外
出
､

休
日
､

衣
類
等
の

服

務
規
定
､

火

事
及

地

震
の

際
の

非
常

時

心

得
及

封
策
､

螢

業
上
の

注
意
､

方
法

並

び
に

現

金
風

琴
事

績
等
可

摩
整

備
さ

れ

宗
則
で

あ

態
之

豊
人

が

伊
勢
に

住
ひ
､

江

戸
店
は

唇
長
の

み
で

璧
R

し

て

居
る

関

係
上

葡
萄
な

注
意

が

沸
は

れ

た

結
果
に

よ

る

の

で

あ

ら

う
｡

此

傾

向

望
単

に

と
の

店
則
の

み

な

ら

ず
捷

法
記

全

般
を

通
じ
て

看
取
さ

れ
る

も
の

で

あ
る
｡

丑
､

手

代
佐
兵

衛
勘
営
(

解
雇
‥

二
伸

安
永
二

年
三

月

佐
兵

衛
と

云

ふ

手

代
が

厳
禁
の

延

商
内
(

先

物

撃
引

を

云

ふ
)

を

行
ひ

店
の

金

を

横
領
し

た
(

約

千
五

首

僚
爾
)

廉
に

よ

り

勘
昔
虔
分
に

附
L

た

顛
末
の
一

件
が

記

さ

れ
て

居
る
｡

C
､

店
則

安
永

二

ダ
四
月

十

ケ

傭
｡

佐
兵

衛

高
に

懲
少
て

か

業
務
上
の

規
則
を

明

細
に

規
定
し
､

こ

の

箕
施
に

よ

り

不
心

得
者
の

聾
生

を

不
可

能
な
ら

し

め
る

様
に

作

っ

た

も
の

富
る
｡

即
延

責
買
､

木
綿
繰
綿
以

外
の

商
品
容
療
の

禁
､

営
業
上

及

螢
業
外
貸
借
の

制
限
■ ､

財
産
目

録
作
成
方
式
の

欒

●

更
が

記

載
さ

れ
七

居
る
｡

面

白
い

事
に

は
こ

の

伊
勢
の

主
人
よ

り

出
さ

れ
た

店
別
に

封
し

請
書
と
ト

て

江

戸
店
支

配

人

が

各
個

條
に

56



3 7

+

付

申

開
､

或
は

施
行
細
則
､

手

緩
或
は

亦
厳
重
勤
行
等
の

谷

津
勇
の

誓
約
書
が

つ

い

て

居
る

事
で

あ
る
｡

D
､

繰
綿
商
内
覚

安
永
七

年
九
月

三

ケ

條
｡

繰
綿
商
棄
に

於
て

他

店
と

異
り

相
攣
ら

す
堅

箕
営
業
を

箕
施
し
て

居
る

と

云

ふ

伊
勢
御
主
人
へ

の

返
答

亭
で

あ

る
｡

E
､

男
衆

問
屋
措
定
の

件

安
永

八

年
十

月
｡

●

伊
勢
御
主
人
よ

り

木
綿
買
次

問
屋
一

軒
措
定
取

引

店
に

可

致
哉
の

書
に

封
す
る

返

書
で

あ

る
｡

甘
､

店
兵
服
務
規
定

天
明
元

年
七

月

十
ケ

條
｡

■

入

湯
､

外
出
､

.

公
休
等
店
貞
の

服
務
規
定
を

明

和
の

店
則
よ

り

更
に

詳

細
に

定
め

た

も
の

で

あ
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

2
､

目

録

帳

(

二

三

四
×

一

六

二
)

今
日
の

貸
借
封
照

表

に

類
似
の

分
と

共
に

附
隠
す
べ

き

損
益
計
算
書
拡

類
似
の

分
と

二

つ

宛
記

載
さ

れ
て

足
る
｡

殊
に

後
者
は

符
牒
を

以
て

記
さ

れ
て

居
る

の

は

興
味

が

あ
る
｡

此
の

帳
簿
が

複
式
簿
記

的

色

彩
に

富
ん
で

居
る

専
は

注
目

に

倍
ひ

す

る

専
と

息
ふ
｡

ヽ

ヽ

ヽ

8
､

大
福
帳
(

二

三

四
×

一

六

二
)

之
は

裏
表

紙
に

寓

本

帳
と

記

さ

れ
､

内
容
は

今
日

の

絶
勘
定
元

帳
類
似
の

も
の

で

あ
る
｡

帳
合
の

検
閲
が

行
は

れ

た

ら

し

く
囲
と

云

ふ

捺
印
が

見
ら

れ
る
｡

日

録

帳
と

共
に

二

月

と

八

月
の

二

田
に

決

算
が

行
は

れ
て

居
る
｡

こ

の

両
院
に

就
て

は

雑

誌
合

計
四

十
一

巻
第
五

坂

及

第
六

既
へ

昭

和

十

二
午

十
一

月

及

十
二

月
)

に

大

谷
憲
太

郎
氏
の

紹

介
論
文
が

あ

る

の

で

精
L

い

説
明
を

省
略

す
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

4
､

田

均

質
人

語

人
三
三

〇
×

二

三

五
)

武
灯
太

線
村
俸
七

古
式

ふ

人

が

長
谷
川

次
郎
膏
に

宛
て

た

田

地

の

質
入

讃

文
で

あ

る
｡

軒
金
二

百

十

両
の

借
金
に

田

畑
二

十
八

畝
十

二

江
戸

大

停

馬
町

太

物

問
屋

賓
料
に

就

て

57



一

橋

諭

贋

第
十

春

草
二

兢

詣

歩
を

揖
保
に

供
し

た

こ

と

が

記

さ

れ
て

居
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

5
､

本
状
撞
(

書

放

鳥
)

(

四

六

二
×

一

六

二
)

此

は

古

帳
面
の

裏

豊
R

か

れ

卑
競
が

記

さ

れ
て

居
ら

ぬ
｡

｢

公
方
様

蒸
気

船
に

て

去
る

廿

六

日

御
厨
城
+

(

九

月

言
付
)

及

｢

上

棟
御

出

棺
昨
廿

三

日

云

ヱ
(

九

月
二

十
四
日

付
)

の

記

事
よ

り

慶
應
二

年
な
る

事
を

推
定
し

た
｡

記

載
内
容
は

商
況
､

店
内

状
況
､

許
可

申

請
､

貸
金
回

収
､

地

代

豪
貸
の

収

嗣
状
況
等
の

私

的

事
項
か

ら

御
簡
､

張

紙
値
段
等
の

公
的

事
項

迄
合
至

れ
て

居
る
｡

尊
信
は

原

則
と

L
て

毎

月

｢

四
､

八
の

日

に

行
つ

た

様
で

あ

る
｡

(

空

宮
本

教
授
者

『

近
世

商

人
意

識
の

研

究
』

に

掲
載
き

れ
た

諸

店
則

中
の

精

細

な

も
の

に

比

し

て

も

殆

ん

ど

巻

色
が

な
い

と

恩

は

れ

る
｡

四

講

に

閲

す

渇

帳

簿

ヽ

ヽ

ヽ

1
､

大
同

講
(

三

三

〇
×

二

三

五
)

元

祓
十
一

年
仲
間
有
志
九
人
を

以
て

組
織
し

た

頼
母
子

に

圃
す
る

記

録
と

尽
は

れ

る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

2
､

御
紳

柴
執

行
定
日

帳

(

三

三

四
×

二

三

六
)

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

8
､

御
神
栄
執
行
定
帳

(

ク

)

●

共
に

犬
侍
馬
町

担
が

施
行
す
る

御
神
楽
の

規
模
､

所
要
物
品
､

費
用

等
を

記

し

た

も
の

で

あ
る
｡

ど

こ

の

祭
の

時
に

行
ふ

の

か

分
ら

な

い

が

同

町

内
に

賓
田

仲
祀
が

あ

る

か

ら

其
の

祭
の

時
に

で

も
行
ふ

の

か

と

息
は

れ
る
｡

仲
間
が

御
紳
柴
を

主
催
す
る

と

云

ふ

様
な

事
は

職

業
囲
慣
と
云

ふ

よ

り

地

域
囲

饅
的

色
彩
を

表

現

す
る

も
の

で

は

な
い

だ

ら

う

か
｡

Ⅰ5 8
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む

す

び

以

上
で

解
説
を

絡
へ

る

が
､

頼
る

べ

き

文
献
の

少
い

篤
､

且

湧
畢
の

篤
猫
断
的

推

雷
行
つ

て

居
り

は

せ

ぬ

か

と

憂
慮
し
て

居
る
｡

終
り

た
資
料
解
讃
に

御
指
導
を

賜
つ

た

幸
田

成
友
博
士

に

衷
心

よ

り

御
穏
を

申
↓

虔
い

と

思
ふ
｡

猪
横

言
御
助

言
を

戴
い

た

増
田

四

郎
教

授
､

資
料

閲

覧
に

御
便
宜

堅
輿
へ

ら

れ

た

東

京
商
大
圏

書
館
鈴
木

華
富

民

並

び

に

御
便
甘

盲
賜
つ

汽
川

喜
田

氏

及

毒
文

庫
藤
田

氏

に

感

謝
の

意
を

表

L
て

筆
を

欄
く
次

第
で

あ
る
｡

江

戸
大

停

馬
町

太

物

問
屋

資
料
に

裁
て

q
ノ

く
J
工




